
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■町外に通学する中学生の復興まちづくり学習（戸倉中学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ステップ１（全校まちづくり WS） ■ステップ２（クロスロードゲーム WS） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ステップ４（中越地震復興視察 

（見学・意見交換・地域の復興提案）    

 

 

 

 

 

 

○感想（振り返りシートより）
・この質問は迷った。実際に親から言わ
れたら悩むと思う。
・すごく悩んだけど、自分のやりたいこと
のためには、仕方がないかなと思った。

若い世代のジレンマ クロスロードゲーム(1)

あなたは高校３年生です。
両親が「町に残って、地
域の復興の力になるべ
きだ」といいます。
町に残りますか？

○ ステップ１：奥尻や中越等、復興まちづくりの事例学習
自分達の地域との共通課題は何か？実際の復興の道のりをたどる

○ ステップ２：復興過程のジレンマ。カードゲームから本音の議論
（オリジナルの質問：あえて極端な質問で投げかける）

生まれ育った町は大好きだけど、高校を卒業したら都会に行きたい。
震災前とかわらない戸倉に。でも、若い世代に魅力的なまちにしないと。。。

○ ステップ３：ワークシートでふりかえり
かなり本音炸裂の議論になったので、自分の意見をもう一回考えてみる

自分の将来像と家族・地域・安全性・・・葛藤と模索

A班 （Yes1名、 No6名）

No「協力したいけど、自分のやりたいことがあ
るし。悩むよね」

No 「自分の夢の職業に就いてから、ボラン
ティアでくれば良い」
No 「何もないし、津波があるから、住むのは
嫌だ。」
No 「親に決められたくない。束縛ムリ」

Yes「年寄りに復興は無理なので、高校あが
りの若い力が必要だから。
エンジニアになりたい。」

B班 （No 1名、他は Yes ）

Yes「お兄ちゃんは帰ってこないから、家に
残んなきゃいけない。 」

Yes「家あるし。残れるし。長男だし。」
Yes「絶対、親はこんなこと言わないと思う。
好きなことやれって。」
Yes「町に残って、病院・郵便局・漁港をつく
る。高台へ移転させる」
No「親に言われたらYESかな。今まで育って
きた町だし。」

C班 （Yes4名、No3名）

Yes「全員NOだと、若い人が誰もいなくなり、やる人がいないから。」

Yes「そこで育った人でないと、もとの風景がわからないから、やらねば」
No「まちの復興は、残らなくても町の外からでもできると思ったから。隣市から
車で通えば、がれきを片づけたり、まちの計画を考えられる。」

中学校の総合学習の時間を活用した地域復興計画の検討  

－ 南三陸町を事例として － 
 Deliberation of Area Rehabilitation Town Development Plan with Community Relocation planned by Junior High School Students   

- Study of Minami-Sanriku-cho, Miyagi prefecture, Devastated by the Great East Japan Earthquake - 

○ 石川永子（ひょうご震災記念21世紀研究機構） 澤田雅浩（長岡造形大学） 薬袋奈美子（日本女子大学）  

石塚直樹（中越防災安全推進機構） 定池祐季（北海道大学）村上大和（三菱総合研究所） 照本清峰（和歌山大学）
 

 
 

東日本大震災では津波で沿岸部の市街地や漁村が大きな被害を受け、高台への集団的な移転という方法で復興の計画づくりが進んでいる。しかし、国が復興まちづくりの制度

や財源が決めるのが遅れたことやマンパワー不足などから、プランニングが早く進んでいるとはいえない。その間に、特に子どものいる若い家族は内陸部の便利な土地に転居し

ていく傾向が強い。被災地は、コミュニティのつながりが強い反面、長老等の発言権が強く、誰もが自由に議論できる環境とは必ずしも言えない。しかし、復興には長い時間が

かかるので、人口が減少している日本の地方都市や漁村では、若い世代の復興まちづくりに関する意見を反映させることや、地域への貢献が特に重要となってくる。 

筆者は、宮城県南三陸町の役場で復興計画の策定について、集団移転の制度や市民参加などについて助言する形で支援してきた。本研究では、大人がつくった町の復興計画の

プロセスと、中学生が学校の総合学習の時間を利用して考えた地域の復興計画を比較しながら、若い世代が地域の復興まちづくりに参画していく意義について考察する。 

はじ 

めに 

おわ 

りに 

背景 

目的 

研究 

方法 

成 

 果 

１）町の復興を自らの将来１０年をライフサイクルのなかで考えることによって、復興まちづくりへの参加の方法が具体的にみえてくる。 

２）生まれ育った地域への愛着や復興に関わりたい気持ちと、夢の実現のために町を出ていきたいというジレンマを、皆で共有しながら本音で話し合えるプログラムをつくることが重要である。 

３）行政への要望から実際の被災地を見学し関係者の話を聞くなかで、多くの「気づき」を得て、自分達の置かれた状況や地域の資源を客観的にイメージできるようになる。 

４）地域に残りたい人は利便性を望むのに対し、都会へ出たい人は震災前と変わらないふるさととして復興してほしいと考える傾向がある。若い世代が地域に住み続けることを促すだけでなく、

地域外から復興に関わる方法も議論することが重要である。 

５）大人の復興計画でタブーとなりやすい事項、例えば、災害経験の伝承についても前向きに検討するなど若い世代の特徴がみられる。大人だけでは行き詰ってしまうテーマを含めて、若い世

代の提案を実際の地域の復興に役立てていくことが必要である。 

【南三陸町の復興計画策定・実施の時系列整理（大人の復興計画への参画）】 

■復興まちづくり学習・提案の様子 ■復興まちづくりカレンダーと復興地図の作成 

■若い世代が復興まちづくりを議論する意義 

東日本大震災 沿岸市町村では

若い世代の流出・人口減少が懸念されている。

コミュニティの繋がりが強い半面、壮年・老年世代といった地元の有力者の意見
が中心になって、復興計画の市民参画が行われる傾向。

中長期的にまちの未来を担い、地域をリードしていく十代の若者に

「自分達が町をつくっていく、担っていく」意識・復興参画

「若い世代が住みたい・愛着を持てるまちづくり」 が重要

地域構造の大きな変化が予想される被災自治体の復興計画（地域計画）への
若い世代の参画を促すプログラムの構築・・・中学校「総合学習」の活用

東日本大震災の他の被災地でのプログラム活用
災害発生前に復興まちづくりを考える訓練プログラムへの応用

※ 実施したワークショップの意見と大人がつくる復興計画と・地域の計画との比較
※ 特殊解ではなく、多くの学校で使ってもらえるようなプログラムへ

南三陸町の復興計画プロセスの整理
（現地支援 2011.4月～12月）

被災地中心部の中学校
（志津川中学校）・・・①

被災の振返り、
ケア、防災教育

周辺市で避難生活・授業
の中学校（戸倉中学校）

復興まちづくり案

作成 ・・・②

中越地震（山古志等）の被災地の見学

プログラムの効果の分析（振り返りシート等）
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南三陸町の復興の位置づけ

総合学習

将来へ前向きにすすむ力
事実を正しく知る、出会い

広域避難、復興関連情
報不足、将来の暮らし？

抽出した意見と（大人
の）復興計画との比較

他の被災地での活用：
総合学習で活用できる
プログラムの提案

事前復興まちづくりへ
の応用：若い世代の参
加・津波から復興版

本発表の範囲

大人の論点 十代（中学生）の論点

移動圏域
人口減少

生活圏内（車）の内陸部へ移動（自治体境
界を越える転居にこだわりが薄い傾向も）。
住宅再建時期の見通しが立たないと、サラ
リーマン子育て世代の転居が加速。

将来の夢の為、高校卒業後、町を出たい
（行き先は未定だが都市部）割合は高い。
年に何度か帰る。（実家は町内に再建を前
提に話している？）

復興への参加の
機会

復興計画：比較的高齢の参加者が多い
住宅再建：世代にかかわらず説明会に参加
集落部話し合い：意思決定は財産区会員が
中心（共有地）

参加方法は、町内で働く（消防士・町職
員・エンジニア等）、復興の話合い参加や、
（特に町外から）ボランティア、地域行事
参加など。参画のイメージがわかない人も。

地域への愛着・
つながり

集落部は親せきのつながり非常に強い
漁村部は集落ごとの独立性が強い
漁業や関連産業を通した産業つながり

地域への愛着は強い。小中の同級生のつな
がり。地域芸能・地域行事（特に祭り）の
継続・伝承への意欲。「地域を出た人も集
まれる日をつくる」自分の将来と町への愛
着への葛藤

高台移転の是非

論点

高台移転に関する反対はほとんどない（高
台か内陸か？）
論点は①移転先の立地、②移転単位（集落
ごと？統合？）③提供される土地面積・時
期

集落の集約・商業施設は過度な期待がせず、
現実的。高齢者を集落で見守る大切さ（公
営住宅の立地等）を指摘。集落の近接地で
の移転の要望も。生まれ育ち集落を知る人
が地域復興に参画する大切さを指摘。

求めるまちづく
りの傾向

①市街地と集落 ②漁業・関連産業か会社
員か ③公営住宅を希望するか で、住宅
再建希望時期、まちづくりの優先度が異な
る

まちを出たい人は、震災前と変わらない故
郷、まちに残る人は、道路や施設など利便
性や若い世代や子育て世代が暮らしやすい
利便性を求める傾向がある。

メモリアル施設
等

防災庁舎をはじめとして、議論しにくい雰
囲気。辛い思い出忘れたい

災害の伝承：比較的前向き。（町内の学校
は未確認）

○ ステップ１：
全校まちづくりWS

※まちづくりカレンダー
※町の復興地図（１）

○ ステップ２：
事例学習・
クロスロードゲーム
※ふりかえりシート
※ゲームの議論

○ ステップ３：
視察前学習
（中越の住まい

集落復興）
※町の復興地図（２）

○ ステップ４：
中越視察（見学・講話・まとめ）
※１日目ふりかえりシート
※まちづくり学習 感想文
※町の復興地図（３）
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若い世代のジレンマ クロスロードゲーム(2)
戸倉地区の集落を全部なくして、全員
まとまって高台に移転したら、近くに
スーパーやコンビニやレンタルビデオ
などの店や診療所などの医療施設が
ある商業センターが近くにできるときき
ました。でも、集落や漁港や自然はもと
とは全然違うものになりそうです。その
案に賛成しますか？

もとの風景・利便性・子の安全性への責任・・・。
（極端な質問に対して）どうするか本音の話し合い。

A班 （Yes5名、 No 2名）

「この質問、めっちゃ、むずい・・・」
Yes「被災を機に便利で住み易く。だんだん

慣れるはず。医療施設欲しい」
No 「（大開発すると）維持できない。整った
環境で育つ子は津波が再来しても１からまち
をつくる力がない。」
No 「自分の老後のんびり暮らす環境」

No 「高齢者は前の感じが良いから」
「町の外に出るなら、そこそこ栄えて、海がな
くて、のんびり出来る所が良い」

B班

Yes「子供がいるなら便利なほうがいい。過去ばかり見
ていては前にすすめない。 」

No「集落を全て統合するのは、賭け事的。」No「地区内
に商業センターをつくっても、少子高齢化で、つぶれて
しまうのではないか。」
No「集落を全て統合するのは、賭け事的。」
「漁業をやっている人は無理。沖だしするから」

「最近、山のほうに、コンビニとか増えたよねぇ」

C班 （Yes2名、 No 5名）

Yes「子供の安全を守る責任がある。 」
No 「戸倉のよさは田舎であること、原型がなくな

る。利便性を求める人は、隣市に住めば良い。
そんなところは、どこにでもある。」
No「高台移転には賛成。でも、スーパーやコンビ
ニが建つかわりに、地域が全然違うものになっ
てしまうのは、バカモノ！。役所もこんなことは

考えていないと思う。
この質問自体、ありえない。」（A君）

○感想（振り返りシートより）
・A君の意見が印象に残った。熱くなりなが
らも、とてもよい意見を発表していた。
・Yes Noを出し合って、みんなの意見が聞
けた。みんな真剣に考えていて、真面目に
発言しているのが印象に残った。

残る人は便利な施設、出る人は変わらないまちを求める傾向。
全体として「こうしてもらいたい」「こんな施設がほしい」要望多。

集落の絆、集落の移転、家の再建。
実際に見にいこう！
○ ステップ１：集落の復興をたずさわった方にお話を聞こう！

自分達の地域との共通課題は何か？実際の復興の道のりをたどる

○ ステップ２：集落移転や戸建復興住宅を見学しよう

もとの集落を見下ろせる高台に移った集落。地元の木材を使用して建て
られた一戸建のモデル住宅や長屋式公営住宅。みて、感じて、議論して。

○ ステップ３：中越の復興で大切だったことをもとに、戸倉のまちづ

くりについて再度考えてみる
「他の地域をみることで、自分達の地域について気づくこともある」
「○○が建ってほしい」だけでなく、より主体的な関わりの模索。
地域の産業などについても考える機会となった。

他の地域を知ることで、自分の地域を客観的にみる機会に。
復興の道のりを見ることで、具体の議論や前に進む力にも。

 

 

 

 

 

風景・環境に合っ

た住宅を建てる 

南三陸町を好きになる 

また帰ってきたい町にする 

目標をたてる 

土いじりを

取り入れる 

お茶会な

どの計画 

希望をもたせる 
いい道路をつくる。 

広い、近くなる 

いろいろな人に戸倉

の文化や伝統を知っ

てもらう 

地域のお祭りを 

再開させる 

伝えていくための資料館の

ようなものを建てる 

津波の被害を受けた建物

か物などを、安全が確認

されたものであれば出来

るだけ残し観光客にみて

もらう 

震災のことを残す 

資料館の建設 

防災公園 

海いじり 

かいこうを開く！！ 

海水浴場を増やす 

家を建てるなら

戸倉の風景を変

えない家 

道路 

やすらぎ系 

家系 

お祭り 

記念館 

Sea系 

気持ち系 

検討を重ねるごとに、自然に「やってほしいこと」
→「地域でやってみたいこと」や、具体的な提案に変化。

中越見学後、戸倉のまちづくりを再度考える（提案の変化）

 

 

 

 
志津川と歌津を仲良くさせる 

戸倉の木を使った復興住

宅をつくってほしい。 

（移転する場所に） 
さくら屋 

（ラーメン） 

海洋自然の家はそのまま 

あってほしい 

移転した地区までの 

最短距離の道をつくる 

うどん屋さんが欲しい 
役場（の支所） 

本屋 

波伝谷も 

ゴルフ場跡地に 

移転したい 高台に 

小中学校を 

建ててほしい 祭り・行事 

町をまわるバス 

増やす 

小さくていいから 

病院がほしい ウジエがほしい 

スーパーがほしい 

記念館を建てる 

高台 クボがほしい 

 

 

 

戸倉の好きなところ 

すべてチャリで行ける、近い。食べ物が美味しい。 自然が多い。 海産物が豊富でたまに高級なものが食べられ

る 海が近く漁業が盛ん 静か 住みやすい 夜がとても静か 星がキレイ 水が美味しい 

サンポート２号 

映画館 

全校ワークショップ（10月）

第３回授業（2月）

中越視察（3月）

※赤字は、建設してほしい施設等 内発的なプロセスを大切にする

中越の集落の復興で大切だと思うこと

復興への思いが強い。

気持ち系

故郷が好きという
気持ちが強い

故郷の事が好きで、
できれば、はなれたく
ないと言っている。

住民の方々
の団結力が
強い

地域のつな
がりが強い。

村の人みん
なの団結力
が 強 い と
思った。

人とのつながりを大切にする。

復興公営住宅が環境
などを考えて建てられ
ているし、その地域の
材料を使っていていい
なと思った。今後も考え
ていた。

山古志の木を使い家を
建てている。

その地域の特徴をつかん
だ復興が大事。

高齢者や障害者のた
めに、バリアフリーの
町づくりも重視する。

風景などに合うような家
のデザイン

家系

雪が多いが、
寒さは変わら
ない。溶けた
らどうなるんだ
ろう。

雪が多い

錦鯉がおいしそ
うだし、もようが
きれい。

印象系

自分たちの体験
を外から来た人
や、これからの
若者などに伝え
たり、のこしてい
る。

後世へ

復興と復旧の違い

元に戻す→復旧、
新たに再建する→復興

違い系

仮設住宅に住
んでいる人が
暇にならないよ
うに土いじりを
取り入れる。

希望を失わさせ
ないように目標
を立てる。（小さ
い目標から）

地震前よりも住
みやすくしよう
としていた。

地域のコミュニティー
を活性化される

近くの人たちとコ
ミュニケーションを
とれる場所をつくる

人と人とのコミュニ
ケーションが必要
だと思う。

あまり村を変えないようにしている。

集まれる場所をつくる

つながり系

地域ごとの行事等
の大切さ

■集落移転を伴う復興まちづくり：若い世代が検討する意義 ■中学校の総合学習プログラムとしての意義 

何年目？ 
 

自
分
は
ど
ん
な
ふ
う
に
暮
ら
し
て
る
？ 

町
・
戸
倉
と
、
ど
う
関
わ
っ
て
る
？ 

 

 

 

 

こ
ん
な
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
。 

こ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
た
ら
い
い

な
。  

 

２年目：志津川中学校に移動 

 ・友達が増える 

 ・友達が 100人を超える 

３年目：高校入学・高校生活 

 ・高校に入学する 

 ・志津川高校に入学する 

 ・登米高校に入学。彼女ができる。 

 ・高校に入学。調理を学ぶ 

４年目： 

 ・普通の生活！！ ・バイトを始める ・青春 

 ・家ができる   ・学校生活を楽しんでいる 

 ・毎日、何だかんだでメッチャ青春過ごす。 

 

５年目：高校を卒業 

 ・大学入学を考えはじめる 

 ・専門学校入学を考えはじめる 

６年目：自分の道へ 

 ・町外で就職 

 ・一人で暮らしている。 

・ルームシェア 

    ・専門学校入学 

 ・konamiに入社。中の上位の 

給料をもらう 

７年目：成人する 

 ・成人式を迎える 

 ・一人暮らしをする 

 ・酒を飲む 

 ・合コンをはじめる。 

泣きたくなってくる 

・仙台で仕事をはじめる 

・フランスに料理の修行 

 に行く 

８年目： 

・仙台で OLになる 

・東京にてファッション関係 

の仕事をはじめる 

８年目続き： 

 ・株が軌道に乗りはじめ 

金がガッポガッポ 

９年目： 

 ・仕事が忙しくなる 

 ・就職！！ 

10年目：それぞれの仕事へ 

・料理人になる 

・看護師になる 

・仕事が安定する 

・仕事がノリにのる ・婚活 

・結婚 ・結婚を考え始める 

・趣味にすべてを費やす 

２年目：    ３年目：   ４年目：  5年目：大学希望  7年目：       10年目：結婚           ３班 

志中に移動   高校入学   高校生活   or 自分の道へ   成人式        それぞれの仕事へ 

1年目： 

 ・ゲーセンなど遊ぶところが 

増大 

2年目： 

  ・瓦礫がかたづいて、アパート 

等が少しずつ建てられていく 

 ・ウジエスーパーができる 

 ・スーパーなど店が出来始める 

・瓦礫が減ってきて建物が増える 

3年目： 

・3年目までに瓦礫が無くなる 

・戸倉にコンビニができる 

・子どもの遊び場ができる 

3年目つづき： 

 ・子どもの遊び場ができる 

 ・瓦礫の撤去が終わる 

 ・他県に行った人々が戻ってくる 

  ・カラオケができる 

 ・セイムスができる 

 ・ウジエスーパーができる 

 ・サンポートができる 

・2～5年目コンビニができる 

4年目： 

・家が建つ 

・瓦礫がなくなって志津川にウジ 

エスーパーがまた建つ！ 

4年目つづき： 

 ・イオンができる 

 ・瓦礫がすべてなくなる 

 ・家がたくさんできる 

 6年目： 

 ・家が立ちはじめる 

 ・さわやか公園が復活する 

 ・子どもが楽しめる町 

・マンションなどちょっとずつ家 

が建ってくる 

・戸倉が都会になる 

・みどりが増え自然が豊かになる 

・高台に家が建っている 

6年目つづき： 

 ・子どもの遊び場ができる 

7年目： 

 ・他県からの人で商店街が賑わう 

 8年目： 

 ・大型ショッピングセンターが 

出来る 

9年目： 

・前より賑わいのある町になる 

10年目： 

・中心都市が宮城になる 

・イオン志津川店、プラモ専門店 

ができる 

・志津川ディズニーランドが出来る 

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

震災復興計画
策定会議

震災復興町民
会議

役場内の作業/
国の直轄調査

役場内の作業/
国の直轄調査

産業の再生（土地利用に関
するもの）

減災対策（土地利用に関す
るもの）

広域インフラ（道路・鉄道な
ど）（土地利用に関するもの）

住宅の再建（土地利用に関
するもの）

住民の参画・意見反映

復興計画全般

会合・発表事項

会合・発表事項

復興計画策定に関するフェーズ

都市計画区域を含む市街地
の土地利用

集落部の土地利用(20以上
の集落の移転）

復興計画に関する町の会
議・発表

町内の出来事

復興計画に関して課題となっていること

●仮庁舎設置

●地震

●復興方針骨子公表

●会議(1) ●会議(2) ●会議(3)
●調整会議

●会議(4) ●会議(5)

委員募集
●会議(1)

●会議(2)
●会議(3)

●会議(4)
●会議(5)

地域懇談会(23回）

●提言書提出

復興まちづくり意向調査

B地区説明会

B地区意向調査

被災市街地復興推進地域に関

する説明会

高台移転と住まいに関する意向調査

高台移転と住まいに関する説明会

高台移転と住まいに関する説明会

●都市計画審議会(1)

都市計画案の縦覧

●A地区移転事業打合せ

（住民代表等）以降、継続。 移転事業現行制度勉強会

（各地区,集落から希望により随時開催）

B地区土地買収に関する検討 ●B地区移転用地購入案議会否

決

●B地区移転用地の寄付受

入

●都市(2)計画審議会(2)

●被災市街地復興推進地域の都市計画案の決定

2011.11.11～2013.3.10

●A地区まちづくり協議会設立総会

●A地区まちづくり協議会設立総会

●先行３集落 災害危

険区域に関する説明会

避難実態調査（地区・

集落単位）の検討

●工程表の提示

（国調査事業コン

サル）

●工程表の提示（国

調査事業コンサル）
・高台移転の事業

の概算額の計算

集団移転に関する各集落の検討

３つの案をもとにした検討

・高台移転の事業概

算額の算出

・住宅・店舗等用地

の算出根拠の検討

・避難実態調査

（個人対象）

・住宅・店舗等用地

の算出根拠の検討

・（自然景観 減災

財源の観点からの

検討）

（+土量、JR駅、高架道路、

商業復興の観点からの検

討）

・事業手法の組み合わせ方に関す

る検討

・JR駅 三陸道開通IC位置等と

まちづくりの整合性の検討

・復興整備事業カルテの作成、

事業手法の検討

・事業スケジュール検討

・商工併用住宅の移転方

法の検討

・鉄道、国道と土地利用と

の兼ね合いの検討

・津波シミュレーション 堤

防・水門方式の検討

・被災市街地復興推進

地域の手続き

・店舗等用地の算出

根拠の検討

・漁業関連事業の早期再開を考え

た事業手法の組み合わせの検討
（市街地）

・町内事業者への意向調査

追加案をもとにした検討

・まちづくり案にもとづくL2シミュ

レーションの検討

・特別特区法仮案、財源 移転

関連新制度に関する情報共有

・復興整備事業カルテの作成、

事業手法・スケジュールの検討

・高台造成の議事的検討

・高台造成の議事的検討

・災害復興公営住宅修繕

災害査定

・拠点市街地整備事業の

使い方 運用の検討

・集落カルテによる各世帯・集落の意

向調査・集落案の検討

・漁業集落整備事業に関

する検討

・事業手法ごとの被災者支

援の差への対応に関する検

討

・事業手法と住宅供給 農

地を含めた土地の買い上げ

についての検討

・先行集落の計画検討

・堤防方式に関する検討

●まちづくりだより配布

・住宅地の造成・

規模の決定

防災集団移転促進

事業の緩和方針：
限度額撤廃/交付金

からの支出

農林水産省 国土交通省と

の農転ワンストップ手続説明

先行区域の計画

（直轄調査４）募集

被災市街地復興推進

地域の区域設定 県
国との調整

県土木：市町対象

説明会 県土木：市町打合せ

・県を介して国と集団移転

事業制度の適用条件や

要件緩和に関する調整

●第三次補正補正予算成立

津波シミュレーション手法の指導

三陸道で発生する土に関する

検討

三陸道のルート,IC位置調

整

●新制度および既存制度変

更点の説明会

●被災市街地推進区域

事前協議・回答

L1シミュレーション

●被災市街地推進区域

県本協議・回答

●長期応援職員配属

●震災復興計画担当課が発足

●交付金一次申請〆切

●交付金

二次申請
〆切

混沌期 始動期 復興計画策定期 停滞・待機期 国・県との調整期 事業推進期事業計画期

●復興計画素案策定 ●復興計画策定

●復興事例勉強会開催（職員向け）

応急仮設住宅の引き渡し

・住宅・店舗等用地

の算出根拠の検討

移転制度およびその運用方法に関する

情報収集

既存制度の緩和や

支援拡充の要望ポ
イントの整理

住民に対する高

台移転事業に関
する説明 住民

意向の把握

市街地：鉄道や

道路と土地利用
の関係性の検討

集落部 集落の移

転場所や統合など
移転に関するアウト

ラインの作成

B地区の土地の買収と移

転計画（議会とのやりと

り）

被災市街地復興推進地域

の位置に関する県との調
整

市民参加の方

法の検討

復興計画の策

定体制の構築

公表前の復興財源や新制度

の詳細に関する情報が少なく、
事業計画をたてにくい

新制度の効果的な活用方

法、既存制度との組み合
わせかた

集落毎の移転事業計画の

作成（集落の合意形成）

移転先予定地に埋蔵文化

財がある場合の対応

市街地：堤防の方式

によって町の景観や
眺望に問題あり

復興交付金の申請

事業のとりまとめ

無駄のない造成計

画づくり

低地部の賑わいをつくる土

地利用 道路計画

集落単位の会合や、町民会議で、町民の意見を盛り込んだ計画になっ
ているが、比較的高齢な人、有力者（財産区）や各界の代表者が多い
→十代の若者や、若いファミリー世帯の意見は取り入れにくい

計画 

過程 

クロスロードゲームは２者択一できないような課題について

ジレンマや意見の多様性を意識してロールプレイ方式で議論

するゲーム。仮定の話から始めてもいつしか本音で熱い議論 

になる、そんな時間になった。 

学校が被災したため町外の校舎で学び、 

約半数の生徒が町外に住み、復興まち 

づくりの情報が不足する中で、少しずつ 

自分達の将来とまちの復興について 

考えていった道のり。 


